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筋肉労作強度および作業環境よりみた
結援の実態に関する研究
(国鉄における調査〉
千葉大学医学部三輪内科学教室〈主任 三輪清三教授〉
前田 裕 
YUTAKAMAEDA 
(昭和 32年 3月30日受付〉
緒 雷 
諸種集団における結核の様相に関しては多数の報告(い1J(2〉リ，メり〉九リ， (3〉》，メ〈べ
我国における結核の現状は厚生省の結核実態調査〈刊11)によつても明らかな如く，口 近年著しくそ
の様相を変じている O
私は職場における勤労者の結核の実態，とくに筋肉労作強度および作業環境のおよぼす影響
を明らかにするために諸種の調査を行った。
第 1章調査対象及び調査方法 「ツJ反応は第 1表に示す如く，検査人員27，318
対象は東京都内在勤の国鉄男子職員29，533名(休 名で，陽性率は 95.8%を示しその内訳は「発赤の
業，休職者を含む〉をえらび，調査方法としては全 みJ15.0%，f硬結あり・二重発赤水泡なしJ53.8%， 
J/'f員に 反応 (2，000倍稀釈 f/'J液 0.1 cc皮内注 「二重発赤又は水泡あり J27.0~るである。
射後48時間判定〕および「ツJ反応の如何にかふわ これを年令別にみれば「発赤 10mm以上Jの陽
らず全員に 35mm間接撮影を行い，所見あるもの 性率は 25--29才，硬結解知率は 30""，-，34才で略々最
及び疑わしい者は全員直接撮影を行った。 高値に達し，その後は殆んど愛動がない。 
なお判定基準及び用語の定義はすべて厚生省によ E 全結核有病率・休業率
って昭和 28年に行われた[結核実態調査(l1)Jに準 (1)対象人員 29，533名に対し，全結核有病率は 
じた。 13.1%で， これを年令別にみれば第2表に示す如
第 2章調査成績 く，有病率は 30才迄は急激に増加するが， 30才以
第 1節職員における結核の実態 上では殆んど安動がなく，有病率曲線は35，..44才
1 fツJ反応検査成績 で浅い谷を形づくる。有所見率も略々これに平行す
第 1表 ツ反応判定成績(年令別〉
年 令 総人員
(陰発性赤及9mびm疑陽以性下〉 陽 性 (莞京笠硬実市結丞数百丞あ五埜iりJ百二K%重万L陽性総数発赤のみ 又重は発水赤泡
実数 I % 実数 I % 実数 I % 実数 1 % 
15 ，.. 19 414 
20 ，.. 24 5831 
25 .-. 29 7380 
30 ，._.34 3845 
35 ，.. 39 2979 
40 ，._.44 2722 
45 ，.. 49 2529 
50才以上 1598 
27318 
全30才才年未以令上 13625 
13693 
満
75 
384 
271 
121 
83 
80 
88 
46 
1148 
730 
418 
18.12 
6.59 
3.67 
3.15 
2.79 
2.94 
3.48 
2.88 
4.20 
5.36 
3.05 
34947981.88 
5447 I 93.41 
3744 I 97.37 
2896 I 97.21 
2642 i 97.06 
2441 I 96.52 
1552 I 97.12 
26170 95.80 
12895 94.64 
13275 96.95 
103 
1152 
1258 
484 
373 
280 
276 
180 
4106 
2513 
1593 
24.88 
19・76 
17.05 
12.59 
12.52 
10.29 
10.91 
11.26 
15.03 
18.44 
11.63 
179 43.23 57 13.77 
3328 57.08 967 16.58 
4344 58.86 1507 20.42 
2109 54.86 1151 29.93 
1518 50.95 1005 33.74 
1332 49.07 1030 37.84 
1108 43.81 1057 41.80 
768 !48.06 604 37.80 
14684 53.75 7380 27.02 
7849 57.61 2533 18.59 
49.916835 4847 35.40 
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第 2表 全結核有病率・休業率及び死亡率(年令別〉
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る。 x線検査の結果所見のあるもの 5，754名中，治ゆ 
(2)結核による休業者(合休職者〉は 893名，対 像のみのもの(石灰化癒痕型) 1，916名は殆んどす
象人員の 3.0%，全結核有病者の 23.1%に当り，第 べてが健康者と判定され，これを除いた「肺の病的 
2表に示す如く，有病者の休業率は年令と共に激減 所見者Jは3，838名で対象人員の 13，0%にあたる。
し，対象人員に対する休業率は有病率の増加を打消 肺の病的所見者・の病型を岡氏病型により分類すれば
し年令と共に漸獄の傾向を示す。 第 3表に示す如く， 浸潤混合型 59.1%(浸潤型 47.0 
E 全結核死亡率 %，混合型 11.3%)，結節硬化型 19.4%(結節型 7.8

昭和 28年 4月1日現在の在籍者〈休業，休職中の %，巣状硬化型 11.6%)，加療夏型 19.0%，初期結 

ものを含む〉のうち，昭和 29年 3月31日迄の 1年 核症 0.1%及び病型不明(病巣を発見されているが

聞に結核により死亡したものは 15名で，人口 10万 X線フィルムが保管されていないものを含む)2.5%

対 51，全結核有病者の 0.39%に当る。年令別にみ である。

れば第2表に示す如く，各年令とも死亡者は少いが これを年令別にみれば，浸潤型は年令による差が
 
50才以上が死亡率・致命率とも最も高かった。 明らかでなく，混合型は年令と共に次第に増加し，

百肺結核判定成績 浸潤混合型としてみれば，年令と共に増加する傾向
肺外結核有病者は僅か 66名で， 肺結核有病者に を示す。加療愛型は年令と共に著明に減じ，浸潤混
比較して甚だ少し肺外結核を考慮にし、れなくとも 合型と加療愛型を加えた率は年令の増加に従って減
全結核の大勢に殆んど影響なく，肺結核有病率・有 少する。結節硬化型は年令と共に次第に増加する
、。¥，L所見率は全結核有病率・有所見率と略々等 が，結節型はその傾向が弱く，巣状硬化型ではその
(A) 肺結核の病型 傾向が著しし、。
第 3表(1)肺結核の病型(年令別) (実数〉 
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第 3表 (2) 肺結核の病型(年令別)(各年令層の病的所見一者に対する%) 
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第 6表 肺結核の病勢別休業率〈年令別〉
3 
4 
そり
工げE注二 j同 な し i空洞の そ側のVこ、空疑洞あ叉はり
空洞あり 両洞の側叉疑にはあ空疑あり病一斐側のみ 病一Z側Eのみ品番 計 病両~側あにり病両斐側あにりあり あり
[0u1 休業数者I配/0 業休数者!l M川 業休数者]%λ1%業休数者1%1休業数者 1|業休数者1l MjU業休数者i業休数者 A l
15 ~ 19 100.00 
20 ，_.24 4123.56621.43472327110951.176681.48 60.221 31 53.231 33 64.71 
.458 5771.429 471 12.74-1 141 14.741 61 13.151 1271 32.231 1011 66.45 36.121 621 42，_.25 
.4241 8.541 401 16.391 501 51.55 25.001 181 19.151 28 3910.291 71 7.98130 ~ 34 171 
25.0011.11 13 81 11 5.391 141 7.821 211 33.33 11.8619.521 41 4.321 71 35 ~ 39 
1817.951 71 16.301IU 15 57 21 35 00剖訓引12.191 51 4.001691 211. 31 --4440 35.29 
45 ~ 49 1012.961 71 8.061161 20.786.83111 16.67 
10 20.4113.891 51 5.00124.32 91 8.331 9! 0.711 1 .1 1 0.921 
39.09全350才才年未以令 23 42O68284 50 09 1 14EH 8 709α471i 33創引 1|46 1868l 8 450931 33出1 91 司 91951 45.671 41.44516.230111621016.2339.16771.67 59.87 
411 3.941 931 l1.43j 117[ 35.03 15.091 451 15.251 79 61.4131 53.49j 27.92 
満上 
%は各年令の各病勢のものの休業率
の他の各年令では余り差がない。 十こ屑するので，労作強度の影響をさけるため， i中等
肺結核の病勢別年令別に休業率を比較すれば，第 労作」のみを三作業環境に分けて比較を行った。 
6表に示す如く，各病勢とも年令と共に著しく休業 工 労作強度別比較
率が低下し， i空洞なしJi空洞の疑あり Ji空洞あ (1)全結核有病率は第7表に示す如く，軽労作
りJの休業率は 30才未満で、はそれぞれ 16.1%，39.1 18.9%，中等労作 12.5%，重労作8.3%で， 労作量
%， 71.7%であるのに対して， 30才以上では 3，9%， の大きいほど有病率f尽く，三者聞の差はし、ずれも有 
11.4%，35.0%にすぎなし、。このため平常勤務中の 意性をもち，年令二大別においても，有所見率にお
もののみの病勢分類では，若し、年令に「空洞ありJ ~、ても同様の結果となる。。、ずれもお検定法で危
が少<， r空洞なしJの占める割合は 30才未満の方 ;，以下)1%険率
が高くなってし、る。 (2)結核による死亡率及び休業率
第 2節労働条件による分析 結核による死亡者は甚だ少し労作強度別では有ー
前節にのベた職場における結核の様相を労働条件 意の差をみとめ難し、。(危険率 5%以上〉結核有病
について分析し， 労作強度は山川氏等の報告(13)に 者の休業率は第7表に示す如く，軽・中・重労作の
もとずき「軽労作J(2，000 Cal以下)， i中等労作J JI頂に-15.2%， 25.0%，33.0%と高くなり，三者聞の 
(2，001~2，500 Cal)， i重労作J(2，501 Cal 以上〉に 差はし、ずれも有意である。(危険率 1%以下〉叉有
三大別し，作業環境(12)は「屋内Ji屋外j および 病率は軽労作に高く，有病者の休業率は重労作に高
「半屋内Jに三大別して比較を行った。なお重労作 いので，対象人員に対する休業率では殆んど差がな
は殆んど全員が「屋外J;軽労作は殆んどが「屋内J .~、。
第 7表 結核所見判定成績(労作強度別〉
全結核有所見者
結核による休業者者全総結核有所見数 i 全結核有病者数労作強度 対象人員
実 数 I 対対象す人る員94対有病す者る%に I に実数| %実数[ % 
18.89 15.15 2.86 
20157 
103627.26Z 5484 1495 12.462512 629 25.04 3.1218.813791ム定事 軽霊中等労労労作 
324 8.32 107 33.02 2.75 
29533 
13.365203892 
13.113872 23.06 3.0219.66 8935806 
16.56 25.67261 4.25 
11054 
22.40 671576 353 
10.95 450 37.27 4.0716.181788 1214170 
50.34 3.366.68 7410.902201 240 
3908 1142 29.22 775 19.83 90 11.61 2.30 
9103 2003 22.00 1302 14.30 13.75 1.97 
1691 
上3以~ !報重中等労労労作 
33 18.64 1.9510.4716.56 177280 
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(3)肺結核の病型分布においては，浸潤混合型・ (4)肺結核の病勢は第 10表に示す如く，重労作
結節硬化型・加療~型それぞれの占める率は三労作 に「空洞なしJがや L少く， r空型叉はその疑あり j
強度の聞に余り差がない(第8表〉。 しかし浸潤混 が多L、が，軽・中・重労作間の差は有意性をもたな
合型を浸潤型と混合型に分けて比較すれば，浸潤型 い〈危険率5%以上〉。年令を二大別すれば， 30才
は重労作?と多く，混合型は軽労作に多ペ， 中等労 未満においては「重労作J ~ r空洞なしJが他のご
作は中間の割合を示す。叉病型別の休業率は浸j問 者より低率で，その差は有意性をもっ。
型・混合型・加療~型のいずれにおいても労作量の 肺結核の病勢別に休業率をみれば，同一病勢にお
多いものほど休業率が高い(第9表〉。 いては，労作量の多いものほど高い休業率を示す。
第 8表くり 肺結核の病型(労作強度別〉 	 (実数〉
型病
1464 
2 
ZE3未満 等労労労作
1 
2 
浸潤混合型 結節硬化型 肺の病的初結核塑症 粟粒結症核 力日霊型
労作強度 所見者司明ミ
総数2 トバ IV[~[ 咽[~
 vlElsxl 
158 623 89 132 221 163 29 1036 
2 2 1186 255 1448 186 277 463 512 61 24863 
品亭玄 「軽重総中等労労労作134J1 計 178 20 198 23 37 60 53 5 316 
2 2 3 433 2269 298 446 744 728 95 3838 
115 26 141 18 21 39 73 8 261 
2 2 3 551 87 643 65 91 156 347 43 1191 
1828 3 
i!軽中  
349 
79 8 87 8 8 16 36 2 141 
3以上~\軽重中等労労労作 132 482 71 111 182 90 21 775 635 168 805 121 186 307 165 18 1295作 
99 12 111 15 29 44 17 3 175 
第 8表 (2) 肺結核の病型(労作強度別〉 	 く%)
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噌 
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i141
1コ(総計10.05 0.05 7.761 11.621 19.391 18.97 
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q δ
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11.61 81.49.161 14.321 2345.03	軽労作30(
以¥t=!=1等労作 49.03 9.341 14.361 23.711 12.74 
上(重労作 56.57 
第 9表 病型別休業率(労作強度別〉
』 力日 療 ~ 型浸 j閏 混 メロ 型
総加療愛数型混合型(羽〉浸潤型〈百〉 ElA lD虚xl脱E内科Z的 外XlB科XlC手E術F量襲潤混合書労作強度
。川 総数I /U業休数者! 似 総数 i業休岩数Iι総数 !業休者数% 総数I 似/U業休数者!I業休数者l似/U数総 !業休数者!%
4641 52111.21 1581 39124.681 6231 91114.611 981 231 23.47i 65 
全年令{lI1重中怪等労労労作 55.00?~: ~~.~~I 5~~
1781 56! 31.461 20) 10150.001 1981 66133.331 331 16: 48.48: 20 121 60.00: 53 52.83 
1151 241 20.871 26: 11142.311 1411 35! 24.821 421 131 30.95! 31 73 3288 81.411 35 ‘
未満30((軽重中等労労労作 5511 196135.571 871 53160.921 6431 253139.351 2431 107144.03: 104 47145.191 347 44.38 
791 39149.371 7187.50: 871 46: 52.871 231 13156.521 13 8161.541 36 58.33 81 
34928801 司以上 作30{1l軽重中等労労労 8123.531 90 20.00 6351 581 9.131 168: 51130.36: 805109: 13.541 1111 34! 30.631 54， 181 33.331165 32.91 
4157.141 17 41.18 
%は各労作強度の各病型の休業率
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〈第 11表〉。 (2)結核による休業率は第 12表に示す如く，結
宜 作業環境別比較 核有病者の休業率は「屋内J 24.9%，r半屋内J 22.9 
(1)全結核有病率は第 12表に示す知く.1屋内J %， 1屋外J27.2%で， これを年令二大別にして比
「半屋内Jは14.5%，14.1%と両者略々等しく， 1屋 較しでも，三者聞の差はし、ずれも有意性を認め難
外」のみ 10.8%と他のこ者より低率でその差は有 い。(し、ずれも危険率 5%.以上〉
意性をもっ。叉年令を二大別しでも，有所見率の比 (3)肺結核の病型は第 13表に示す如く， 1屋内J
較においても同様である。(し、ずれも危険率 1%以 に浸潤型がや L多く混合型が少し、が，結節硬化型・
下〉 加療愛型の占める率では「屋内J1半屋内J1屋外J
第 10表 肺結核の病勢(労作強度別〉
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第 11表 病勢別休業率〈労作強度別〉 
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71.4170: 16未{中等労作 
43/1.1 4/ 
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30(軽労作 1
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以(中等労作 1 22i 4.55: 71 ，5.56: 29; 4.77 57i 11.66; 70; 41.921 50; 15.24) 291 16.111 481 30.57 
21.43 31 i∞9l364.60j 11 19叫 1013846l R2045;上(重労作 1 1 1.41J 4; 18.75/ 3) 
第 12:表 全結核所見判定成績(中等労作作業環境別〉
作業環境 対象人員
全結核有所見者
全総結核有所見数者 全結核有病者
結核による休業者
実数| % 実数| % 実 数 I有対病す者るに%|!対対象す人る員9に4 
全 r
屋半総 屋 外内計年 
令 h 
2434 
7229 
10494 
20157 
540 
1498 
1753 
3791 
22.19 
20.72 
16.70 
18.81 
354 
1022 
1136 
2512 
14.54 
14.12 
10.82 
12.46 
88 
234 
307 
629 
24.86 
22.90 
27.02 
25.04 
3.62 
3.24 
2.93 
3.12 
30 
半総屋尾 屋 外計内才未満 
1230 
3594 
6230 
11054 
227 
664 
897 
1788 
18.446 
18. 
14.40 
16.18 
152 
467 
591 
1210 
12.36 
12.99 
9.49 
10.95 
57 
166 
227 
450 
37.50 
358.55 
38.41 
37.19 
4.63 
4.62 
3.64 
4.07 
計内才以上 
30 
半総屋陸 屋 外
1204 
3635 
4264 
9103 
313 
834 
856 
2003 
26.00 
22.94 
20.08 
22.00 
202 
555 
545 
1302 
16.78 
15.27 
12.78 
14.30 
31 
68 
80 
179 
15.35 
12.25 
14.68 
13.75 
2.57 
1.87 
1.88 
1.97 
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三者の間に殆んど差がなく，作業環境の病型にあた 検討した。向これは理論的に最善と思われる方針を
える影響は殆んどみられない。 論じたもので，実際に当つては社会的適応も考慮せ
くの肺結核の病勢は第 14表に示す如く， r空洞な ればならない。
しJの占める率が「屋内Jにやふ低いが，有意の差 工 指導区分判定成績
は認め難し、。(危険率 5%以上〕その他においても 対象人員 29，533名中，指導を要するものは第四
各作業環境の聞に余り差がない。 表に示す如く，要医療 10.3%，要休養1.1%，要注
第 3節指導区分・適応医療・勤務区分等に 意1.6%で要指導者総数は 3，823名 13.0%に当る。
関する判定成績 (1)年令別比較は第 15表に示す如く， 要指導者
国鉄職員における結核の現状は上述の如きもので は略々全結核有病者と一致するので， 30才迄は急激
あり，これに対し如何なる指導治療を行うべきかを に増加し， 30才以上では余り差がなし、。要指導者中
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第 14表 肺結核の病勢(作業環境別〉
1. 239 (4
251 (46.4
|空洞なし(空洞の疑あり(空洞あり(空洞の右無不明i患の病的所見委 
478 (47.19 360 (35.5 
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139 (13.73 36 351 (仁100 0O0)〉31013000.0 
fj490 (43.67 441 (39.3 154 (13.73 37 1122000.0 
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要医療の占める割合は 20~24 才が85.1% と最も高 がみられなし、。
<， 25--34才では次第に減少するが， 35~39 才で (3)作業環境別比較においても，第 17表に示す
再び 83.2%にのぼり， 40才以上では殆んど愛動な 如く，要指導率は有病率の低い「屋外」が他の二者
く 73~74% である。 より低いが，要指導者中要医療の占める率は三者の 
(2)労作強度別にみれば第 16表に示す如く，要 聞に殆んど差がない。
指導率は有病率と一致して軽労作に高いが，要指導 E 適応医療別判定成績
者中要医療の占める率は三労作強度の間に殆んど差 要医療と判定された 3，038名中資料不足のため適
第 15表 指導区分判定成績(年令別〉
要 指 導 者
要指導者総数療 養 要 注 意年 メ~
実数( % 実数( %実数
要
%i
医
実数
要
%l
休
71 (100.00i 1.494.29)(11 0.21 
20 ，_.24 1 63311 4581 (85.13) 7.23 i 381 (7.06) 0.60 421 (7.8D 0.66 5381 (100.00) 8.50 
25 ，_.29 1 8030: 8631 (81.72) 10.'74 1 761 (7.20) 0.95 
30 ，_.341 4169: 489: (77.25) 11.73 1 561 (8.85) 1.34 881 (13.90) 2.11 6331 (100.00) 15.18 
35 ，_.39 1 31821 3821 (83.22) 12.00 i 251 (5.45) 0.79 4591 (100.00) 14.42 
40 ~ 44 1 29441.3061 (73.56) 10.39 1 451 (10.82) 1.53 
521 0 1.33) 1.63 
4161 (100.00) 14.13 
761 (17.88) 2.82 
651 05.62) 2.21 
4251 (100.00i 15.78371.(8.71) 7! 45 ~ 49 1 26941 3121 (73.41) 11.58 1 3
50:TTl f-.I 17131 2141 (74.05) 12.49 I 33 (11.42) 1.93 2891 000.00) 16.87421 (14.53i 2.45 
全 2953313028: (79.20) 10.25 1 3121 (8.16) 1.06 4831 (12.63) 1.64 38231 (100.00) 12.95 
30:::t*ifWj1148311 13251 (82.76) 8.93 i 116; (7.25) 0.78 1601 (9.99) 1.08 16011 (100.00) 10.79 
3231 (14.54) 2.20 22221 (100.00i 15.11 
対象人員
8 
%は各年令の対象人員に対する%， ()は各年令の要指導者に対する%。
第 16表 指導区分判定成績(労作強度別〉
対象
人員
労作強度
要 医 療 |要 休 養 要 、圧 意 要指導者総数
実数| %ー 実数l % 実数[ % 実数| % 
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19(((778723〕〉 121(((11057〕〉 165 未満 11054 9511 (82.05) 8.60 851 (.7.33) 0.77: 1231 (10.61) 1.11 
2201 119: (83.80) 5.41 121 (8.45) 0.55 I 11 (7.75) 0.50 
30(l{軽重中等労労労作作作| 3908 町(775く 9358〕 1438 
66 
(89432603く 〕 169 
112 (C(15143〉 287上.tJ、 913 9671 6. ) 0.62 119 .4) .31 180 14.22) 1.98 
1691 1311 (75.72') 7.75 11 6.36) 0.65 31 17.92) 1.83 
9γ;;jm 
24251 (100.00i 12.03 
3151 000.00) 8.09 
37261 000.00) 12.62 
246E(仁10C00O〕〉 156111591 000.00) 10.4
1421 000.00) 6.45 
740 
(仁1000000の〕318941266 100.00) 13.91 
173 100.00) 10.23 
%は対象人員に対する%， ()内は要指導者総数に対する %0
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%は対象人員に対する%， ()内は要指導者総数に対する%。
除徐く〉の中，要休業とされたもの 2，9
法は若しk‘ 
1 印 者 310名 8.3%である。なお要休業者者.及び勤務軽減日1.1% をしめているカが~， 3O才JωJとでは 5.5予%るとなつ
てし、るる。外科療法は 2却0~4幼9 才の間殆んど E動なく を可とする者はそれぞれ対象人員の 9.9%及び1.7 
15~1印9% の聞の値を示し， 50才以上においてのみ %に当る。 
1.9%と著しく少し、。大気安静対症療法の占める率 これを年令別にみれば，第20表に示す如く，要
は年令と共に増加する。叉各年令とも化学療法の適 指導者中要休業者のしめる率は各年令とも大差な
応率が最も高く 55~66% をしめている。 く， 30 才未満 79.8~ふ 30才以上77.1%となってい 
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応医療不明のもの 97名を除いた 2931名の適応医 霊労作三者の聞に余り差がない。化学療法適応率は， 
f療の内訳は第 18表に示す如く，気胸・気腹療法 7.9 軽労作に 尽く重労作に高いが，大気安静対症療法の
%，外科療法 16.4%，化学療法 58.9%，大気安静対 適応率ではその逆になる。
J J症療法 15.5%，肺外結核に対する医療は 2.2%であ (3)作業環境別においては「屋内 半屋内 屋r r
Jった。向化学療法適応のうち約 割は気胸・気腹・ 外 とも各医療の適応率の聞に殆んど差がなかっ6
外科手術に先立って行われる化学療法であり，大気 た。
安静対症療法適応者の 93%は対症療法以外の特殊 斑要指導者の勤務区分別判定成績
治療の効果を期待し得ないものである。 要指導者 3726名(休業中で資料不足のもの 97名， 
l 刈(lり〉年令別に適応医療率をみれば，気胸.気腹療 を剖 15名 78.2予%，引 沌 
Z愛 
(2)労作強度別に比較すれば，第 19表に示す如 るが， 20~24 才及び 35~39 才がや L 高率を示す。
く，気胸・気腹療法・外科療法の適応率は軽・中・ 勤務軽減を可とするものも年令による傾向が余りみ
第 18表 適応医療判定成績(年令別〉
肺結核に対子、急医療 iBilr羽一語一核に
内科的虚脱療法 外科療法 化学療法療その他法の 対する療法
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、15 ~ 19 4 50.001 2 
20 ~ 24 13 2.9761.781 3215.331 2700.921 67 41 0.69 7.32437 47 10.76 ， 
25 ~ 29 11 1.330.36 31 16.751 460 55.421114 13.73830 82 9.88 
30 .. 34 
 0.21121 591.18.711 294 60.83i 90 41 0.621 12.27481 28 5.82 0.42 
35 .. 39 
 0.276.415.281 247 66.221 39 100.80: 57 31 0.271 0.80373 22 5.90 
17.06 0.341293 18 6.14 0.341 1 52 17.751 17140 --44 ~~'~~I ~245 ~ 49 1 0.335.59775 15.131 1690.331 46 1 0.331 25.33 91 304 2.96 
-1 0:481 4 1.91 114 4.551 82 39.23 81 209 3.8350才以上 
全年令 2931 214 7.30 18 0.611 251 0.85:457 15.59.1727 58.921453 15.46 7 0.24 30 1.02 
0.31 24 1.890.94169i1208 57.594ii146 11.4930才才未以満上 1271
1 ~_30::r.1:- 1 1660 .85[ 0.361 0.54' 249 15.001 995 59.941307 18.491 0.81 6 0.36 91 61 5.121 
第 19表 適応医療判定成績(労作強度別〉
要総l 肺結核に苅す昇医療 一面「芥結核にl
i内科的蹴垣正1=外科 i療法|化学白石配置土竺)m:1:R 
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第 20表 要指導者の勤務区分(年令別〉
平常勤務
可能者
軽業勤務要 休 者業要 者
可能者要入院者(臨 [護休業裏 

実数 r % 
 実数 J % 実数 j % 実数 l % 
15 ~ 19 
実数 r % 
4 57.14 1 14.29 1 771.43 1 14.29 14.295 
20 ~ 24 399 77.18 28 5.42 82.59 11.22 31 6.00 1 517427 58 
25 ~ 29 729 71.26 74 7.23 1023803 78.49 159 15.54 61 5.96 
30 ~ 34 442 70.72 37 5.92 625479 76.64 97 15.52 49 7.84 
35 ~ 39 348 77.33 21 4.67 82.00 7.33 450369 48 10.67 33 
40 ~ 44 290 71.96 40311 2.73 301 74.69 14.14 45 11.1757 
45 ~ 49 303 72.66 6 1.44 74.10 51 12.23 13.67 417309 57 
205 72.18 17 2845.99 222 78.17 29 10.21 33 11.6250才以上 
2720 73.00 195 113.43 310 8.32 3726 
1132 
5.23 2915 78.23 500全年令 
73.17 103 1235 218 14.09 6.01 15476.66 79.83 93 130才才未以満上 1588 72.88 92 4.22 1680 77.10 282 12.94 217 9.96 2179 
%は各年令層の要指導者総数に対する%
られず， 平常勤務可能者は 30才以上にや L高率で り得る結核有病者が多く勤務に耐えてあり，一層そ
ある。 の傾向が強くあらわれるものと思われる。叉重労作
労作強度別比較においても要指導者中要休業とさ においてはその逆に大部分が「屋外」勤務で，職場
れたものがや L重労作に高率であるが有意の差がな における感染の機会が少〈且つ筋肉労作強度の大な
し作業環境別比較においても要指導者の勤務区分 るために病安が進行しやすく，早く職場から脱落す
には殆んど差がない。 ることが多く，職場における感染がますます少くな
第3章‘総括及び者按 っていると考えられる。叉このことは厚生省実態調 
1 rツベルグリンJ反応 査(11〉，田辺(のおよび小林(10)等の報告で，管理的職
陽性率は 25""'-'29 才，硬結蝕知率は 30~34 才で略 業・専門的技術的職業・事務従事者および内勤者等
々最高値に達する。このように若年令で陽性率が高 の有病率が高いことと同じ傾向である。
値に達するのは，未感染者の多くがB.C. G.陽性 (3) 昭和 28年度 1年聞における結核による死亡
に保たれていること及び対象が東京都内在勤の勤労 者は僅か 15名で， 人口 10万対 51に当り，全結核
者で都会生活の長いものが多いためと思われる。 有病者の 258分の 1にすぎない。このように致命率
E 全結核有病率及び死亡率 が著しく低いのは，結核症の早期診断及び治療の
(1)有病率は 30~34 才迄は急j裁に増加するが， 進歩によることは勿論であるが，同時に諸種検診資 
35才以上では殆んど愛車jがなし、。このこと及び 材・技術の向上が結核管理の徹底化と相侯って無自
「ツJ反応の硬結触知率の斐化よりみて，結核の感 覚性有病者の発見率が高くなったこともその一因で
染及び病巣の出現は殆んど 30~34 才迄におこつで ある。
いると考えられる。又これら有病者は対象人員の なおこのように死亡者数が少し、ので，年令及び労 
13.1%におよんでいるが，その大部分は無自覚性で 働条件による比較を行うことは困難であった。
あり，且つ労働能力に殆んど影響をうけておらず， m 肺結核の病型分布および病勢分類
現在有病者の 76.9%は平常勤務に従事している。 肺結核の病型を年令別にみれば，浸潤型は年令に
(2)労作強度別に有病率を比較すれば，軽・中・ よる差が余り明らかでなく，混合型は年令と共に次 
第に増加し，加療愛型は年令とともに著明に減じ，慎に労作強度の大なるものほど有病率が低)1重労作の
く，その差は有意性をもっ。叉中等労作に属するも 浸潤混合型としてみれば年令と共に増加するが，浸
のを作業環境別にみれば， r屋内J r半屋内Jの有病 潤混合型と加療斐型を加えた率は年令の増加に伴つ
率は略々等しく， r屋外」のみ他の二者より低率で て減少する。結節硬化型は年令と共に次第に増加
有意の差を示す。 し，巣状硬化型はとくにその傾向が著しし、。
このように軽労作に有病率が高いのは，軽労作の 肺結核の病勢を年令別にみれば， r空洞あり j の
殆んど全員が「屋内」勤務で，濃厚感染をうけやす 占める率は各年令とも大差なく， r空洞の疑あり j
い環境にあり且つ労作強度の弱し、ために伝染源とな は40--44才で最も低率で，他の各年令では余り差
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がなし、。:病者の23.1%に当り，有病者の休業している割合
叉労作強度別にこれをみれば，重労作に浸潤型が
多く，軽労作に混合型が多し、。このことおよび 30
才未満では重労作に「空洞叉はその疑あり」とされ
た%が高く， 30 才以一|二で、は j~立に「空洞なし j とさ
れた%が重労作に高くなっていること等よりみて，
労作強度の大なる職種では病巣が不安定で進行が早
し軽労作では病巣が比較的安定し進展がゆるやか
なために勤務に耐えているものが多いと思われる。 
病型分布及び病勢分類に対する作業環境の影響は
殆んどみとめられなかった。
百結核による休業率
結核による休業者は対象人員の 3.0%，全結核有
は年令の高し、ほど，労作強度の軽いものほど低率と
なっており，各病型・病勢ごとに休業率を比較して
も，同一病型叉は病勢における休業率は年令の高く
なるほど叉労作強度の軽いものほど低率である。し
かしながら作業環境別比較では有病者の休業率は
「屋内Jr半屋内Jr屋外Jの間に有意の差はなかっ
た。
v 結核有病者の指導区分適応医療等
これらの面においては，年令・労作強度・作業環
境笥による差は余りみられなかった。従って現在平
常勤務中の者における要休業率・要医療率は年令の
高いもの，軽労作のものほど高くなっている。
結 論
東京都内在勤の国鉄職員を対象として，筋肉労作強度および作業環境の結核におよぼす影響
について観察した。
職場における結核の感染および病巣の出現率等に最も影響の多いものは作業環境の「屋内J 
f半屋内J r屋外Jの別であり， 結核有病者の病機の進展に大ぎな関係をもつものは筋肉労作
強度であると思われるO 叉年令の高いもの， 労作量の少いものにおいては病巣が比較的安定
し，結核有病者の多くが平沼勤務に耐えてはいるが，これらのうちの相当数はなお悪化の危険
をもち，理想的には休業・加療を必要とする状態にと YまっているO しかしながら結核による
死亡率が著しく低下した今日，これ等殆んど労働能力に影響をうけていない多数の無自覚性結
核有病者を休業療養させることは不可能旦不必要なことと思われるO
従って実際に職場の結核管理に当つては，これ等多数の結核有病者を勤務に就かせっ、その
悪化を最少限度に抑え且周囲の末感染者を発病させることのないようにすることに重点をおく
べきであると考えられる Oν
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜わった恩師三輪教援ならびに東鉄東京保健管理所
千葉保之博士に謹んで謝意を表します。
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